
⼭⼝ 真⼈（南⼭⼤学⼈⽂学部⼼理⼈間学科教授）

中村和彦（南⼭⼤学⼈⽂学部⼼理⼈間学科准教授）

⽇程 2007年8⽉11⽇（⼟）〜16⽇（⽊）5泊6⽇

定員 18名

参加資格 Ｔグループ経験のある⽅

会場
（財）ＫＥＥＰ協会・清泉寮
 〒407-0311 ⼭梨県北杜市⾼根町清⾥3545 Tel:0551(48)2111

受講料 受講料 72,000円  滞在費 52,500円 （シングル利⽤を希望される場合は追加料⾦が発⽣します）

講座報告
（アンケートより）

・⾃分⾃⾝がどのように感じて、どうありたいかを明確にした上で、それを表現する時のアプローチの仕⽅がい
 ろいろあるんだと学びました。
・トレーナーの介⼊は部下を育成するかかわりによく似ていて、真剣にリスクを恐れずに部下を信じてかかわり
 を持つ時、その部下に対して⼤きな影響があり、成⻑につながる。（そうすると）私の部下の関係が深まり、
 さらなる信頼感が⽣まれることを確認できた。

トレーナー・トレーニング
-グループ・ファシリテーターとしての態度と技能を学ぶ-B

担当者

概要

Ｔグループを経験された⽅が、グループファシリテーションを学ぶためのトレーニングです。
学校や企業、看護や介護、ボランティア活動や地域活動など、社会⽣活は様々な⼈間関係によって成り⽴っています。
しかし、相互の率直で正直なコミュニケーションの妨げになる懸念や不信頼の存在によって、本来の⼒を発揮すること
ができないこともしばしば起こっていいます。これらの不信頼の⾵⼟を信頼の⾵⼟に変⾰することができたら、私たち
の世界はもっと豊かになるでしょう。
このトレーニングでは、グループ内の⼈間関係に働きかけて、ひとりひとりが尊重され、プロセスから学び、相互の信
頼関係を形成していくためのファシリテーションのあり⽅を学びます。
対⼈関係やグループプロセスへの働きかけを体験する場としてＴグループを想定した状況を作り、参加者が交代でトレー
ナー役を務めたり、観察者としてグループ状況をフィードバックしたりしながら、ファシリテーターとしての観察と介⼊
のスキルを磨きます。同時に⼈間関係やトレーニングの倫理についてもディスカッションします。
プログラムの中では随時、ベテラントレーナーを交えてのディスカッションやケーススタディーなども交えて、相互援助
的な学習⾵⼟の中で学ぶことができます。

期待される成果は
 ・組織や学級運営に役⽴つグループプロセスを観察・診断するスキルを習得できます。
・学習者を尊重しながら体験過程を促進する、 効果的な⾔葉かけや介⼊を学ぶことができます。
・カウンセリングなどの基本となる「受容」「共感的理解」「⾃⼰⼀致」や「⼈間尊重の姿勢」などを、  ⾃分⾃⾝の⽣
きた体験を通して点検できます
 ・⾃分⾃⾝のかかわり⽅や介⼊の問題点や可能性を探ることができます。


